
名古屋『雅風教会規約』にみる教導職制度の影響

名
古
屋

『
雅
風
教
会
規
約
』
に
み
る
教
導
職
制
度
の
影
響

は
じ
め

に

冨
　
田
　

和
　
子

京
阪
地
方
の
笠
付
（
冠
句
）
も
、
東
海
地
方
の
狂
俳
も
、
そ
の
発
生
を
み
た
江
戸
時
代
に
続
い
て
明
治
期
も
盛
ん
に
楽
し
ま
れ
、
種
々

な
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
一
方
、
関
東
地
方
で
も
、
明
治
二
十
一
　
二

八
八
八
）
年
十
月
、
東
京
で
、「
清
警
冠
句
」
と
角
書
す
る
「
桑
弧

集
」
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
五
文
字
の
題
に
十
二
音
を
付
け
、
句
末
の
止
め
方
に
制
約
の
な
い
「
冠

句
」
よ
り
も
、
字
数
に
制
限
の
な
い
題
に
十
二
音
を
付
け
、
句
末
を
用
言
の
終
止
形
で
止
め
る
な
ど
の
制
約
の
多
い
「
狂
俳
」
形
式
に
近

い
「
冠
句
」
で
、「
清
警
冠
句
」
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
二
編
（
明
治
二
十
一
年
十
二
月
刊
）
に
、
桑
弧
社
名
誉
社
員
・
講
師
の
若
葉
家
志
計
留
に
よ
る
「
作
例
一
斑
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
、
句
作
上
、
「
目
下
必
要
を
感
ず
る
作
例
五
則
を
抄
出

し
」
と
、
特
に
注
意
す
べ
き
次
の
五
点
を
あ
げ
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

さ
し

む

き

わ
し

い
冠
句

の
作

法
を
述

べ
て

い
る
。

第
一
　

用

字
の
例

及

び
其

算
法

ぬ
き

だ
し

’

二
七



第
二
　
雑
題
の
句
に
。
季
候
又
は
節
物

を
用
ゆ
る
の
例

て
ん
こ

第

三
　

句

に

典

故

き
ま
り
た
る
ふ
る
ご
と

第
四

第
五

ほ

う

げ
ん

方

言

と
こ

ろ
の
こ

と

ば

を
用

ゆ
る
の
例

を
用

ゆ
る
の
例

西
洋
言
語
を
用
ゆ
る
の
例

二
八

い
ず
れ
も
言
葉

に
関
す

る
も
の
で
、
明
治

の
文
明

開
化

期
に

お
け

る
言
葉
へ

の
関
心

の
高
さ
と
扱

い
方

の
難
し

さ
が
窺
え

る
。

当
時

、
こ

の
よ
う

な
作
法

や
入

門
書
は

、
川

柳
風
狂

句
で
も
、
七
世

川
柳

が
校
閲
す

る

『
初
心
必
読
狂

句
虎
の
巻
』
（
遠

来
舎
友
得

著
、

篠
田
久
次

郎
編
　

滑

稽
堂
　

明
十

六
）

が
あ
り
、
俳
諧

で
は
、
正
岡
子

規
の
有
名

な
俳
論

書
「
俳
諧
大
要

」
（
明
二

十
八
）
、
そ

れ
以

前
に

子
規

が
「
顕
祭

書
屋
俳
話
」
で
批
評

し
た
撫
松
庵

兎
裏

の
『
俳
諧

麓
廼
栞
』
（
同
楽

堂
　

明
二

十
五
）
や
、
其

角
堂
機
一

の
『
発
句

作
法
指

南
』
（
頴
才
新

誌
社
　

同
年

）

が
あ
り

、
ま
た
、
和

歌
で
も
佐

佐
木
信
綱

の

『
歌
の
し

を
り
』
（
博
文
館
　

同

年
）

や
一
事
庵
史
栞

編

『
発

句
独

稽
古
』
（
弘
文

堂
　

同
年
）
な

ど
、
多
く

の
作
法
書

、
俳

論
・
歌

論
書

が
ま
と

め
ら
れ
て

い
く
。
若
葉
家

志
計
留

に
よ
る
「
清
警
冠
句

」

の
作
法
書
が
ど
の
よ
う
な
形
で
刊
行
さ
れ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
於
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
冠
句
に
も
新
し
い
時
代
に

ふ
さ

わ
し

い
作
法

書
が
求
め
ら

れ
て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

れ
ら
の
動
き

は
、
お
そ
ら

く
明

治
五
年

に
、
政
府

の
国
民
教
化

政
策
に
よ

っ
て
導
入

さ
れ
た
教
導
職

の
制
度

が
、
大
き
く
影

響
し
た

の
で
は

な

い
か
と

推
測

さ
れ

る
。
そ
れ
は
、

桑
弧
社
と

の
交
流

が
あ
っ
た
名
古
屋

の
狂
俳

結
社
で
あ

る
清

原
社

の
規

約
集
か
ら
窺
え

る
。

そ
こ

で
、
「
桑
弧
集

」
と

そ
の
二
編
所

収
「
作

例
一
斑
」
に

つ
い
て
は
、
既
に
そ

れ
ぞ
れ
別
稿

で
述

べ
た

の
直

、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
教

導
職

に
つ

い
て
確
認

し
、
雅
風

教
会
清
原
社

の
発
足
と
分

裂
を
考
察
し

、
そ

の
規
約
集

『
雅
風

教
会
規
約
』

を
検
討
し

た

い
。

『
雅
風
教
会

規
約
』
は
、
⑤
俳

諧
単
句
改
良

緒
言
（
以
下
「
改
良
格

言
」
と
略
称
）
・
⑧
雅
風

教
会
結
成
願
（
以
下
「
結
成
願

」
と
略
称
）
・
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⑤
教
会
規
約
（
十
六
条
）
・
⑩
入
社
規
則
（
二
十
三
項
）
で
構
成
さ
れ
る
。

な
お
、
本
稿
の
○
付
き
英
数
字
と
傍
点
は
、
末
尾
に
載
せ
た
規
約
集
『
雅
風
教
会
規
約
』
の
翻
刻
に
、
恣
意
に
施
し
た
も
の
で
、
引
用

の
該
当
箇
所
を
示
す
。

‥ 八 l ト ・ ｜

教
導
職

ま
ず
、
教
導
職
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
朝
倉
治
彦
編
『
明
治
官
制
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
　
一
九
六
九
年
初
版
・
一
九
八
七
年

再
版
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。
傍
点
・「
　
」
な
ど
は
、
冨
田
に
よ
る
。

政
府
の
国
民
教
化
政
策
に
よ
っ
て
、
教
部
省
に
設
置
さ
れ
た
職
。
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
十
四
日
神
祇
省
を
廃
し
て
教
部
省
を

設
置
し
、
四
月
二
十
五
日
、
従
前
の
宣
教
使
を
廃
し
て
、
教
導
職
を
設
け
、
そ
の
等
級
を
十
四
級
と
し
た
。
即
ち
、
正
・
権
大
教
正
、

正
・
権
中
教
正
、
正
・
権
少
教
正
、
正
・
権
大
講
義
、
正
・
権
中
講
義
、
正
・
権
少
講
義
、
正
・
権
訓
導
（
大
教
正
以
下
俸
給
な
し
。

一
級
は
官
等
二
等
に
准
ず
、
以
下
こ
れ
に
倣
う
）
。（
中
略
）
ま
た
大
教
宣
布
の
一
手
段
と
し
て
、
府
下
の
お
も
な
富
士
講
の
先
達
す

な
わ
ち
浅

草
の
山
中
宗

七
ら
数
名

の
者
に
教

師
試
補

の
辞
令

を
授
与
し

、
俳
諧

師
に
し
て
試

補
に
任
命

さ
れ
た
も

の
も
あ
り
、

さ
ら

に
俳
優

・
講
談
師
な

ど
一
技
一
芸

の
教
化
に
役

立
つ
と
考
え

ら
れ

る
者

を
も
加
え

ん
と
す

る
議
起
こ

り
、
六
年

二
月
十
日

、
地
方
民

間
有
志

を
補
う

べ
き

に
よ
り
、
各

地
方
官
へ

、
そ
の
推
薦

を
達
し
、

さ
ら
に
落
語
家

・
売
卜
者

・
講
談
師

（
た
と
え

ば
中
講
義
三

遊

亭
円
朝
）
・
河
原

者
（
た
と
え

ば
大
講
義
市

川
団
十

郎
）
・
戯
作
者
な

ど
に
迄
範
囲

を
拡
張
し
た

。
（
中

略
）
教
導

の
内

容
は

（
中
略
）

教
則
所
謂
「
三
条
の
教
憲
」
を
達
し
て
、
こ
れ
に
よ
ら
し
め
た
。
す
な
わ
ち
「
第
一
条
　
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ペ
キ
事
、
第
二
条

天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ペ
キ
事
、
第
三
条
　
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ペ
キ
事
」
。（
中
略
）
十
年
一
月
十
一
日
教
部
省
は
廃

二
九



三
〇

止
さ
れ
、
（
中
略
）
、
十
七
年
八
月
十
一
月
神
仏
教
導
職
を
全
廃
し
、
教
団
、
各
宗
の
運
営
は
自
治
に
委
ね
、
住
職
の
任
免
・
教
師
の

等
級

・
進
退
な

ど
は
神
仏
各
管

長
に
委
任
し

た

（
神
道

側
は
大
教

院
廃
止
後
神

道
事
務
局
を

設
立
し
た
）
。

つ
ま
り
、

教
導
職
は
、

政
府

の
国
民

教
化
政

策
に
よ

っ
て

、
明

治
五
年

に
設
置

さ
れ
た
教
部
省

に
設
け
ら

れ
た
職
で

、
同

十
年
に

教
部

省

が
廃
止

さ
れ
た
後
も
、
同

十
七
年
ま

で
続
け
ら

れ
た
職
で

あ
る
。
主
に

神
官
や
僧

侶
が
任
命

さ
れ
た

が
、
他

に
俳
諧
師

な
ど
で
試

補
に

任
命

さ
れ
た

も
の
も

い
た

。
そ
し
て
、

教
導

の
内

容
は
、
「
三
条

の
教
憲
」
を
基
本

と
し
た

。

こ

れ
に
よ

れ
ば
、
⑧
「

結
成
願
」

が
提
出

さ
れ
た
明
治
二
十
年

八
月
に

は
、
す
で

に
教
部
省
は

な
く
、
教
導
職

は
廃
止

さ
れ
て
お
り

、

住
職

の
任
免

・
教
師

の
等

級
・
進
退

な
ど
は
神
仏

の
各
管
長

に
委

任
さ

れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、

⑧
「
結
成
願

」
は
、
こ

れ
に
「
神
道
管

長
従
四

位
　

稲

葉
正

邦
殿
」

と
あ

る
よ
う

に
、

教
派

神
道

の
一
派

と
し
て

の
神
道
本
局

管
長
　

稲
葉
正

邦
宛

に
提
出
さ

れ
、
第
三
二
二
号

で

認
可

さ

れ
た
の
で
あ

る
。

ま
た
、
通
賀

と
其
風
は

⑧
「
結
成
願

」
に
「
訓
導
（
傍
点
部
）
」
と

あ
り

、
稚
松
・
緑

・
虎
友
は

⑤
「
教
会
規

約
」
に
「
試

補
（
傍
点
部
）
」

と

あ
る

の
で

、
こ

れ
を
提
出

す
る
以
前

に
、
既

に
そ
れ

ぞ
れ
教
導

職
訓
導
又

は
同
試

補
に
任
命

さ
れ
て

い
た
こ

と
が
窺
え

る
。

二
　
雅
風
教
会
清
原
社
の
発
足
と
分
裂

明
治
十
五
年
五
月
に
「
水
の
音
」
初
編
を
発
行
し
、
名
古
屋
の
狂
俳
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
水
音
社
に
、
同
十
八
年
頃
、
何
か

混
乱
が
あ
り
、
そ
の
後
継
を
名

既
に
別
稿
で
述
べ
た
。
そ
し
てゝ
　　 心

に
る
清
原
社

に
よ

っ
て
、
同
二

十
一
年
十
月

に
「
詰

清
原

集
」
（
松
屋

書
店
発
行

）
が
創
刊
し
た
こ

と
は
、

翌
月

興
行
し

た
「
年
魚
市
知
多
一
郡
俳
諧
単
句
大
番
付
会
」
と

い
う
清

原
社

の
番
付

表

が
残

る
。
更

に
、
見
返

し

に
「
詰

清
原
集
号
外

」
と

あ
る
『
皇
国
俳
人

全
揃
集
』
（
同
二

十
三
年

一
耶

）
が
残

る
。
以

上
か
ら
、
清
原
社

は
、
名
古

屋
だ
け

で
な
く
、
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当
初

か
ら

知
多
地
方

に
も
勢
力
を

も
ち
、
少

な
く
と

の
同
二

十
三
年
一
月

ま
で

は
続
い
た
も

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、
清
原
社

は
、
⑧
「
結
成
願

」
か
ら
、
「
雅
風
教
会

清
原
社
」
（
以
下
「
清
原

社
」
と

略
称
）
と

し
て
、
当

初
、
既

に
教
導
職
（
訓

導

）
に
就

い
て

い
た
米

園
通
賀

（
松

井
又
左
衛

門
）
と
涼
川

居
其
風

（
平

出
金
七

）
の
二
人

を
中
心
に
結

成
し
、
同
二

十
年
八
月

に
教
派

神
道

の
一
派

と
し
て

の
神
道
本
局

か
ら
認
可

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と

が
わ
か

る
。
更
に
、
⑩
「
入

社
規
則
」
十

一
項
⑧

に
、「

雅
風

教
会

所
ハ
熱
田

旗
屋
町
米

園
宅
ヲ
以
、
当

分
仮
本
社

ト
定

ム
」

と
あ
り
、
熱
田

旗
屋
町

（
現
在

の
名

古
屋
市
熱
田
区

旗
屋
一
丁

目

こ

一
丁

目
）

の
米
園
宅

に
仮
本
社

を
お

い
た

の
で
あ

っ
た

。

ま
た
、
⑩
「
入
社
規
則
」
十
七
項
⑩
に
、「
当
分
の
内
、
水
の
音
月
次
集
点
料
配
当
セ
ズ
、
是
ヲ
積
立
置
、
教
会
所
設
置
の
資
金
ニ
ス
ベ

キ
事
」
と
あ
り
、
清
原
社
と
「
水
の
音
」
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
⑤
「
改
良
格
言
」
は
、
早
速
、「
水
の
音
」
六
四
編
（
同
二

十
年
九
月
）
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
「
清
原
社
」
発
足
の
影
響
は
、「
水
の
音
」
六
五
編
（
同
二
十
年
十
一
月
）
か
ら
七
三
編
（
同
二
十
二
年
一
月
）
ま
で
、
通
賀
と
其

風
の
俳
号
前
に
「
雅
風
教
長
」
、
貫
々
居
一
斎
の
俳
号
前
に
「
雅
風
教
括
」
が
冠
さ
れ
た
こ
と
に
見
て
と
れ
る
。

な
お
、
こ
の
通
賀
と
其
風
、
一
斎
の
三
名
は
、「
清
原
集
」
初
編
の
刊
行
と
同
じ
月
に
刊
行
さ
れ
た
東
京
の
「
桑
弧
集
」
初
編
で
、
客
員

点
者
を
す
る
ほ
ど
、
当
時
の
名
古
屋
の
狂
俳
界
を
代
表
す
る
点
者
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
見
返
し
に
「
清
原
社
月
次
集
」
と
載
り
、「
雅
風
教
会
所
蔵
版
」
と
あ
る
「
詰

水
廼
音
」
七
二
編
（
明
治
二
十
二
年
）
・
七

三
編
（
同
年
一
月
）
が
残
る
。
お
そ
ら
く
七
二
編
は
一
月
上
旬
、
七
三
編
は
一
月
下
旬
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
「
清
原
集
」
初
編
に
載
っ
た
社

告
に
、「
旧
水
音
社
出
板
、
水
の
音
ハ
編
ヲ
累
ナ
ル
事
七
十
有
三
編
二
至
ル
。
実
二
近
来
稀
ナ
ル
集
冊
タ
リ
。
然
ル
ニ
躾
二
雅
風
教
会
取
締

へ
　
　
X
　
　

ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ベ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　（
8
）

ヲ

被

命

タ

ル

当

時

、

社

名

ヲ

清

原

社

ト

改

正

シ

、

出

板

致

来

り

侯

処

」
と

あ

っ

た

こ

れ

に

該

当

す

る

と

思

わ

れ

る

。

お

そ

ら

く

「
水

の

音

」

七
二
編
・
七
三
編
は
、
七
一
編
（
同
二
十
一
年
六
月
）
に
続
い
て
、
同
二
十
一
年
七
月
・
八
月
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
何

三
一



三
二

ら

か
の
理
由

で
遅
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う

。

そ
し
て
、
こ

れ
ら
は
、
非

売
品
と

あ
り

、
発
行
所

の
記
載

は
な
い
。
表
紙

は
茶
色

の
文

字
を
同
色

の
枠
で
囲
み

、
周
囲

に
水

色
の
流
水

紋
を
配

し
た
洒

落
た
も
の

に
な
っ
て

い
る
。
そ

れ
は
、
半
年
前

に
刊
行

さ
れ
た
「
水

の
音
」
七

一
編
ま
で

が
、「
水

音
社
月
次

集
」
で

あ
り
、

定
価

金
四

銭
、

梶
原
竹
哉

（
洪

水
堂
）
発
行

で
、
表

紙
も
誌
名

の
文

字
を
記
し

た
だ
け
で

あ
っ
た

の
と

は
大
き
く
異

な
っ
て

い
る
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
は
、
七
三
編
の
米
園
序
を
欠
く
が
、「
清
原
社
月
次
集

で
、
洪
水
堂
発
行
の
「
水
の
音
合
本
」
（
七
一
編
～
七
五
編
　
無
刊
記
）
にゝ
　　 し

で
は
な
く
、「
水
音
社
月
次
集
」
と
し
て
、
定
価
金
二
十
銭

七
二
編
・
七
三
編
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
当
時
、「
水
の
音
ト
は
七
一
編
ま
で
水
音
社
の
月
次
集
と
し
て
洪
水
堂
か
ら
発
行
さ
れ
、
七
二
編
・
七
三
編
は
清
原
社
月
次
集

と
し
て
「
雅
風
教
会
所
蔵
版
」
で
発
行
さ
れ
た
が
、
「
水
の
音
合
本
」
（
七
一
編
～
七
五
編
）
で
は
再
び
水
音
社
月
次
集
と
し
て
洪
水
堂
か

ら
発
行

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
一

方
、
「
清
原
集
」

初
編
・
二

編
は
、
「
水
の
音
」

七
二
編

の
発

行
前
に
、

清
原
社
月
次

集
と
し

て
松
屋
書
店

か
ら
発
行

さ

れ
た
。
そ
し
て
、
「

清
原
集
」
二
編

の
柱

刻
に
「
ミ
七
十
四
」
と

あ
る
こ

と

か
ら
、
当

初
、
洪
水

堂
で
は

な
く
、
松
屋

書
店
か

ら
「
水

の
音
」
七
四

編
を
発
行

す
る
予
定

で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う

。
し
か
し

、
人
気

の
高

か
っ
た
「
水

の
音
」

の
発

行
を
洪
水

堂
が
手
放

す

は
ず
も
な
く
、

七
四
編
発
行
頃

に
は
、

通
賀
・
其
風

と
和
解
し

た
の
で
あ

ろ
う

。
彼
ら

は
水
音
社

に
復
帰
し
て

「
水
の
音
」

七
四
編
を

編
集
し

、
一
方

、
梅
楽
と
一

斎
は
清
原
社

に
残

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

こ

の
「
水

の
音
」
七
四
編
以

降
に
は
「

雅
風

教
長

」
「

雅
風

教
括
」

の
役
職
名
は
冠

さ
れ
な
く

な
り
、
「
清
原
集
」

の
編
者
春
日

亭
梅
楽

（
長
谷

川
嘉
七
）
と

『
皇
国
俳
人

全
揃
集
』
の
点
者
で

も
あ
る
一
斎

も
、
「
水
の
音
」
で
点
者

を
し
な
く

な
る
。
一
斎

は
こ

の
後
、
同
二
十

五
年

八
月
に
愛
知

・
岐
阜

の
同

志
で
組
織
し

た
「
皇
国

雅
教
会
」

を
新
た
に
発
足

さ
せ
、
取

締
に
就

い
て
い
る
か
ら

、
お
そ
ら

く
、
七
四

編
頃

に
は
、
通
賀

・
其
風
と

は
挟
を
分

か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

雅
風
教
会
を
名
告
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
年
ほ
ど
で
、
有
力
な
点
者
た
ち
の
考
え
方
に
違
い
が
で
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は「
水
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の
音
」
七
二
編
・
七
三
編
の
刊
行
が
洪
水
堂
か
ら
離
れ
、
そ
し
て
遅
れ
た
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。

因
み
に
、
明
治
七
年
に
結
成
さ
れ
た
、
東
京
の
い
わ
ゆ
る
旧
派
俳
壇
を
統
合
し
て
で
き
た
二
大
結
社
、
俳
諧
教
林
盟
社
と
俳
諧
明
倫
講

社
は
、
教
導
職
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
翌
年
、
後
者
は
神
道
芭
蕉
派
明
倫
教
会
と
改
め
、
神
道
の
一
派
と
な
り
、
前
者
は
神
道
大
成
教
会
所

属
と
な
っ
て
、
更
に
宗
教
色
を
強
め
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
、
名
古
屋
で
は
問
題
に
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、「
清
原
集
」
初
編
で
は
通
賀
・
其
風
も
点
者
を
し
て
お
り
、
二
編
は
残
念
な
が
ら
落
丁
す
る
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
少
な
く

と
も
其
風
は
点
者
を
す
る
。
こ
の
二
人
が
洪
水
堂
と
和
解
で
き
た
の
は
、
先
の
清
原
社
の
社
告
に
、「
今
回
社
印
及
ビ
集
冊
拡
張
之
為
、
水

の
音
集
ヲ
社
名
ノ
如
ク
清
原
集
と
改
正
シ
、
（
中
略
）
第
壱
号
ト
ナ
シ
発
行
仕
候
間
、
七
十
四
編
ノ
続
ト
御
心
得
ノ
上
」
と
あ
る
こ
と
に
、

洪
水
堂
が
驚
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
『
雅
風

教
会

規
約
』

既
に
、

教
導

職

の
制

度
は
廃
止

さ
れ
て

い
る
が
、
『
雅
風

教
会

規
約
』

を
み

る
と
、
教
化

精
神
を
尊
重

す
る
傾
向

が
随
所
に
窺
え

る
。

そ
の
他

に
、
清
原
社

で
は
、
「
俳
諧
単
句

」
「
単

句
」
（
傍
線
部
）

と
呼

び
、
「
狂
俳
」

と
は
呼

ん
で

い
な

い
こ

と
が
わ

か
る
。
し

か
し

、

⑤
「
改
良

緒
言
」
に
、

①
「
僅

力
十
二

文
字

二
綴

リ
」
と

あ
り

、
更
に
、

②
「
此
単
句

濫
腸
ハ
安

永
ノ
頃
、
伊

勢
ノ
国

二
樗
良
ト
云

フ
俳

人
ア
リ
。
俳

諧
連
句
ノ

趣
意
ヲ
執
リ

、
一
派
ノ
風

調
ヲ
興

シ
、
愛
知
ノ
名
古

屋
二
杖

ヲ
留

メ
、
判
撰

セ

シ
ヨ

リ
、
一
百
有
余
年

、
此
地

ニ

流
行

シ
、
今

、
東
海
三
四

州

二
蔓
延

シ
テ
、
山

海
ノ
僻
地

、
漁
翁
・
耕
夫

モ
嗜
サ
ル

ナ
シ
」
と
、

樗
良
を
始
祖

と
し
、
東

海
地
方
に

流
行

し
た
も

の
で
あ
る
と
述

べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で

い
う

と
こ

ろ
の
「
単
句

」
は
「
狂
俳
」
の
こ
と

で
あ

る
。
な
お
、
「
俳
諧

単
句
」
の

初
出
は
、
見

る
こ

と
の
で
き

た
も
の
で

は
、「
水

の
音
」
四

一
編
（
明
治

十
八
年
十
月

）
の
角
書

か
ら
で
あ

る
。
な

ぜ
「
狂
俳
」
に
変
え

て
、

三
三



三
四

「
冠
句
」
で
は
な
く
、
あ
ら
た
に
「
単
句
」
と
呼
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
次
項
で
述
べ
た
い
。

さ
て
、
本
書
は
、
⑤
「
改
良
緒
言
」
に
続
い
て
、
⑧
「
結
成
願
」
・
⑤
「
教
会
規
約
」
・
⑩
「
入
社
規
則
」
が
順
に
綴
ら
れ
る
。

ま
ず
、
こ
の
⑤
「
改
良
緒
言
」
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
改
良
を
め
ざ
す
こ
と
と
は
、
④
判
者
（
点
者
）
が
い
っ
そ
う
研
究
勉
励
に
つ
と
め
、

教
師
と
な
っ
て
⑤
「
正
し
き
単
句
」、
つ
ま
り
、
③
風
雅
の
楽
し
み
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
⑧
「
結
成
願
」
は
、
八
月
五
日
に
申
請
し
て
、
十
八
日
後
の
同
月
二
十
三
日
に
認
可
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
通
賀
と

其
風
は
、
既
に
、
教
導
職
の
訓
導
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
⑤
「
教
会
規
約
」
の
第
一
條
に
「
三
條
御
教
憲
の
大
旨
ハ
修
身
遵
守
ス
ベ
キ
事
」
と
、
教
導
職
の
教
化
精
神
と
し
て
指
示
さ

れ
た
三
條
教
憲
を
掲
げ
、
神
や
先
祖
を
礼
拝
す
る
な
ど
、
会
の
心
得
や
運
営
方
針
、
教
長
や
判
者
の
資
格
や
行
う
べ
き
こ
と
な
ど
、
十
六

條
を
挙
げ
て
い
く
。

そ
の
中
の
第
十
二
條
に
、
判
者
に
な
る
た
め
に
は
単
句
の
学
才
試
験
を
受
け
た
上
で
、
奥
書
を
つ
け
て
出
願
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
但
し
書
き
に
「
智
識
ノ
多
少
ニ
テ
、
判
者
・
撰
者
・
評
者
卜
三
級
二
順
次
ヲ
備
フ
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
清
原
社
で
は
、
単
句
の
学

才
試
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
と
、
判
者
・
撰
者
・
評
者
の
呼
称
の
違
い
は
階
級
の
区
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

更
に
、
⑨
「
入
社
規
則
」
で
は
、
社
員
の
心
得
や
行
う
べ
き
こ
と
、
会
の
細
か
な
経
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど
二
十
三
項
を
あ
げ
る
。

例
え
ば
、
⑥
入
社
に
は
社
員
一
名
の
推
薦
が
必
要
で
、
⑦
入
会
金
は
一
円
。
⑩
月
次
興
行
の
担
当
者
（
月
行
司
）
は
抽
籤
で
決
め
る
。

図
社
員
は
月
次
集
に
十
五
句
以
上
投
吟
し
、
⑩
ニ
ヶ
月
投
吟
し
な
い
と
き
は
休
社
扱
い
と
な
る
。
⑩
月
次
集
の
点
者
は
二
十
名
以
内
を
原

則
と
し
、
⑥
客
評
は
二
名
ま
で
。
⑩
月
次
集
の
題
は
教
長
が
出
す
。
⑩
投
吟
料
は
差
句
と
同
封
す
る
が
、
地
方
で
不
便
な
場
合
は
郵
便
切

手
で
も
よ
い
。
⑨
勉
事
は
清
原
社
関
係
の
興
行
を
盛
り
立
て
、
⑩
清
書
認
方
に
は
相
当
の
筆
耕
料
を
出
す
。

こ
の
中
で
、
⑩
「
弐
ケ
月
投
吟
無
之
者
ハ
休
社
ト
シ
テ
、
題
紙
の
載
名
削
除
ス
ペ
シ
」
、
⑥
「
客
評
ハ
弐
名
宛
、
毎
月
、
題
紙
二
記
載
ス
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ペ
シ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
札
（
募
集
要
項
）
の
こ
と
を
、
既
に
「
題
紙
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
現
代
の
尾
張
・

三
河
・
岐
阜
地
区
の
狂
俳
結
社
で
も
「
題
紙
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
⑩
「
月
次
集
題
ハ
教
長
ニ
テ
作
ス
ペ
シ
」
と
規
定
し
て
い
る

か
ら
、
教
長
で
あ
る
通
賀
と
其
風
の
二
人
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
　
「
正

し
き

単
句
」

⑤
「
改
良
緒
言
」
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
⑤
「
正
し
き
単
句
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
「
正

し
き
」
と
い
う
表
現
は
明
治
の
教
化
精
神
を
反
映
し
て
の
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、「
単
句
」
に
つ

い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
、
次
に
「
正
し
き
単
句
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
前
項
で
記
し
た
と
お
り
、
名
古
屋
で
「
俳
諧
単
句
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
教
導
職
が
廃
止
さ
れ
た
翌
年
発
行
の
「
水

の
音
」
四
一
編
（
明
治
十
八
年
十
月
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
単
句
」
と
は
、
⑤
「
改
良
緒
言
」
で
も
①
「
僅
力
十
二
文
字
二
綴
リ
」

と
特
徴
を
あ
げ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
簡
単
で
短
い
句
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
初
句
を
冠
に
見
立
て
、
そ
こ
に
置
い
た
題
に
句
を
付
け
る
と

い
う
意
の
「
冠
句
（
笠
付
）
」
か
ら
、
付
句
の
「
僅
力
十
二
文
字
」
を
強
く
意
識
し
、
長
句
に
対
す
る
「
短
句
」
と
区
別
し
て
、「
単
句
」

と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
水
音
社
内
部
に
何
か
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
た
か
ら
、
心
機
一
転
を
ね
が
い
、「
た
だ
ひ
と
つ
の
句
」
の
意

を
込
め
て
「
単
句
」
と
呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
、
名
古
屋
で
は
、
天
保
期
に
独
自
に
俳
諧
性
を
強
く
意
識
し
て
「
狂
俳
冠
句
」

と
呼
び
、
流
行
し
た
歴
史
が
あ
る
。
後
に
、
子
規
が
俳
諧
の
発
句
を
「
俳
句
」
と
呼
ん
で
小
説
・
詩
な
ど
と
同
列
の
文
芸
と
し
て
新
生
を

は
か
っ
た
よ
う
に
、
再
び
新
名
称
で
他
と
区
別
し
て
新
時
代
に
向
け
て
新
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
正
し
き
単
句
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
五



三
六

ま
ず
、
⑤
「
改
良
轡
言
」
で
、
「
単
句
ナ
ル
モ
ノ
八
月
花
ヲ
玩
ブ
風
流
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
述
べ
、
「
単
句
」
を
学
ぶ
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
が
得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
と
そ
の
根
拠
を
説
く
。
そ
し
て
、
愛
好
者
に
は
、
村
の
公
務
を
務
め
る
者
が
大
勢
い
る
か
、
東
海
地
方

に
蔓
延
す
る
ほ
ど
大
流
行
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
学
の
者
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
者
が
独
学
す
る
の
で
弊
風
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
字

や
仮
名
遣
い
を
間
違
え
る
、
ひ
と
り
よ
が
り
な
言
葉
を
つ
か
う
、
他
を
誹
誇
し
た
り
、
政
令
に
反
対
し
た
り
す
る
句
を
作
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
弊
風
を
一
掃
す
る
の
が
教
導
職
点
者
（
判
者
）
の
役
目
で
あ
る
。
教
導
職
点
者
は
研
究
に
励
み
、
誤
り
を
礼
明

し
て
、
指
導
に
あ
た
る
。
例
え
ば
、
⑤
「
教
会
規
約
」
第
十
四
條
に
「
政
教
二
惇
ル
句
作
、
了
解
シ
ガ
タ
キ
句
意
等
ヲ
質
問
シ
テ
、
其
誤

謬
ヲ
礼
シ
、
妄
評
有
マ
ジ
キ
事
」
と
規
定
し
て
い
る
。

次
に
、
は
じ
め
に
挙
げ
た
、
狂
俳
形
式
に
近
い
清
警
冠
句
は
、
世
間
の
風
潮
に
あ
わ
せ
、
新
事
物
を
冠
句
の
素
材
に
取
り
込
む
だ
け
で

は
な
く
、
付
句
十
二
字
で
各
自
の
感
動
を
言
い
尽
く
す
と
こ
ろ
の
妙
味
が
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
同
様
に
、

名
古
屋
の
狂
俳
も
そ
の
歴
史
か
ら
う
か
が
え
ば
、
題
と
付
句
の
間
の
付
味
に
妙
味
が
あ
り
、
蕉
風
俳
諧
・
俳
論
に
刺
激
さ
れ
、
不
断
の
新

味
追
求
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
び
。
ゆ
え
に
、
付
味
は
、
単
句
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
水
の
音
」
初
編
か
ら
ヱ
ハ
編
（
一
三
編
・
一
五
編
は
表
紙
落
丁
の
た
め
不
明
）
ま
で
に
は
、
通
賀
・
其
風
ら
が
順
に
序
を
載

せ
る
。
そ
の
中
で
芭
蕉
の
「
古
池
や
」
の
句
を
慕
う
記
事
が
散
見
す
る
し
、
社
名
や
誌
名
か
ら
も
、
ま
た
⑤
「
改
良
緒
言
」
で
、
樗
良
を

始
祖
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
は
蕉
風
俳
諧
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
窺
え
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、「
僅
力
十
二
文
字
」
に
感
動
を
込
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
「
俳
諧
単
句
ト
と
い
う
新
用
語
を
使
い
、
新
時
代
に
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、「
正
し
き
単
句
」
と
は
、
ま
ず
、
文
字
や
仮
名
遣
い
が
正
し
く
、
万
人
が
理
解
で
き
、
共
感
を
呼
ぶ
も
の
で
あ

ろ
う
。
誰
も
が
こ
れ
を
嗜
み
、
付
味
を
工
夫
す
る
行
為
の
中
で
、
新
し
い
時
代
の
社
会
生
活
に
必
要
な
教
養
を
学
び
、
学
問
す
る
助
け
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
明
治
政
府
の
国
民
教
化
政
策
に
乗
じ
て
、
勢
力
拡
大
を
願
っ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。



名古屋『雅風教会規約』にみる教導職制度の影響

ま
と
め

東
海
地
方
で
は
、
ま
ず
岡
崎
で
、
明
治
八
年
頃
か
ら
、
文
明
開
化
の
風
潮
を
取
込
ん
だ
撰
集
、
令
雅
撰
『
狂
俳
眠
り
ざ
ま
し
』
、
東
陵
撰

『
こ
の
花
集
』
と
『
類
題
花
の
魁
』
の
継
続
発
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
既
に
別
稿
で
述
べ
加
。
中
で
も
『
眠
り
ざ
ま
し
』
五
編
の
序
で

は
、
明
治
七
年
に
神
宮
祭
主
と
な
っ
た
教
導
職
の
三
條
西
季
知
（
一
八
一
一
～
一
八
八
〇
）
と
覚
静
に
よ
る
「
十
二
箇
月
の
称
の
事
」（
暦

が
太
陽
暦
へ
移
行
し
た
こ
と
で
生
じ
た
十
二
ヶ
月
の
四
季
の
配
当
に
関
す
る
記
事
）
を
引
用
す
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
風
潮
を
取
り
込

む
こ
と
に
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

そ
し
て
、
少
し
遅
れ
る
が
、
名
古
屋
で
も
、「
三
條
御
教
憲
」
を
掲
げ
る
清
原
社
の
『
雅
風
教
会
規
約
』
が
残
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新

直
後
の
民
心
収
攬
の
た
め
に
で
き
た
全
国
的
組
織
で
あ
る
教
導
職
の
制
度
が
、
教
部
省
の
廃
止
後
も
地
方
に
根
付
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
名
古
屋
の
冠
句
（
狂
俳
）
の
結
社
で
あ
る
清
原
社
設
立
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

ま
た
、
東
京
の
桑
弧
社
と
、
名
古
屋
の
通
賀
と
其
風
・
一
斎
、
岡
崎
の
蚊
雷
居
ら
は
交
流
が
あ
る
こ
と
、「
桑
弧
集
」
二
編
の
「
作
例
一

斑
」
で
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
の
作
法
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
桑
弧
集
に
も
点
者
に
役
職
名
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
導

職
制
度
の
影
響
は
、
俳
壇
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
の
冠
句
壇
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
学
才
試
験
の
内
容
や
判
者
・
撰
者
・
評
者
の
区
分
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
、
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
清
原

社
以
外
で
も
通
用
し
た
も
の
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
調
査
を
続
け
た
い
。

「
付
」
　
翻
刻
　

名
古
屋
　

狂
俳

『
雅
風

教
会
規

約
』

三

七



三
八

「
凡

例
」

引
用

に
際
し

、
読
解

の
便

を
は
か
り
、

漢
字
は
通
行

字
体
に
改

め
、
句
読
点

・
濁
点
を

施
し
た
。

た
だ
し
、
底
本

に
あ

る
も
の
と
、
恣

意

に
施
し
た
も

の
と
を
区
別
し

て

い
な

い
。
（
　

）
付
き

ル
ビ
・
○
付

き
英
数
字
・
傍
点
・
傍
線

は
恣

意
に
施
し

、
○
付
き

英
数
字
以
下

は
、

本
稿
中

の
引
用
箇
所

に
該
当

す
る
。

丁
付

は
、
各
丁

表
裏

の
最
終
行

が
、
段

落
末
に

あ
た
る
と
き

の
み
（
　
）
に
入
れ
て
記

載
し
、
文

の
途
中

に
あ
た

る
と

き
は
省
略
し

た
。

次

に
、
簡
潔

に
書
誌
を
述

べ
れ
ば
、
次

の
と
お
り
で

あ
る
。

椿

紙
共
表
紙
、
書
き
題

簑
。
左
上

に
朱
で
「
市
楽
君
」
と
書

き
入

れ
あ
り

。
縦
十
七

・
七
×
横

十
一
丁

二

（
糎

）
、
一
冊
。
表

紙
共
全
十

五
丁

。

本
文

、
椿
紙
袋

綴
、
墨
付

き
十
三
丁

〔
内

、
俳
諧
単

句
改
良
轡
一
言
　
三
丁
半

・
雅
風
教
会

結
成
願
　

一
丁

・
教
会

規
約
　

五
丁

・
入
社

規
則
　

四
丁

〕
。

内

容
、
雅
風

教
会

清
原
社

の
規
約
集
。

俳
諧
単
句
改

良
緒
言

・
雅
風

教
会
結

成
願
・
教
会

規
約

（
十

六
条
）
・
入
社

規
則
（
二
十
三
項

）

で
構

成
さ
れ

る
。
「
結

成
願
」
は
、
神
道
管
長
　

稲

葉
正

邦
宛

に
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
十
八
日
後

に
認
可

さ

れ
た
。
米
園
通

賀
（
松
井
又

左
衛

門
）
・
涼

川
居
其
風
（
平

出
金
七

）
（
以
上

、
雅
風
教
会

教
長
　

教
導
職

訓
導
）
、
子
日
庵

稚
松
・
千
代
廼

家
緑
・
幽
渓

舎
虎
友
（
以

上
、

雅
風

教
会
勉
事
　

教
導
職
試

補
）
の
点
者
名

と
神
道
管

長
　

稲

葉
正

邦
の
名

が
載
る
。

初
め
に
綴
ら

れ
た
「
改
良

緒
言
」
は
、
「
水

の
音
」
六
十
四

編

（
明
治
二

十
年
九
月

）
の
巻
頭

に
掲
載

さ
れ
た
。

刊

記
な
し

。
「
改
良

緒
言
」
他

に
、
明
治
二

十
年
八
月

の
記
載
あ
り

。

架

蔵
。



名古屋『雅風教会規約』にみる教導職制度の影響

【
翻

刻

】

雅
風

教
会

規
約清

原
社

市
楽
君

（
朱

の
書
入

れ
）

」
（
表

紙

）

⑤
俳
諧
単
句
改
良
緒
言

文
明
の
聖
代
、
人
民
挙
ゲ
、
文
学
二
競
フ
ノ
折
柄
、
市
街
村
落
二
諸
種
の
学
校
設
ケ
有
ト
雖
モ
、
学
齢
超
過
シ
タ
ル
農
工
商
ノ
者
ハ
、
我

活
業
二
従
事
シ
テ
読
書
・
物
理
・
考
究
ス
ル
ノ
余
暇
少
ナ
シ
。
何
ヲ
以
テ
欺
、
智
識
ヲ
開
カ
ン
。
幸
二
俳
諧
単
句
ア
リ
テ
、
聊
其
幼
年
ノ

学
欠
ヲ
補
フ
ペ
キ
也
。
抑
此
単
句
ナ
ル
モ
ノ
八
月
花
ヲ
玩
ブ
風
流
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
勧
善
懲
悪
ヲ
基
ト
シ
テ
、
皇
国
ノ
物
産
ヲ
初
、
神
釈

ノ
祭
典
、
覧

二
天
象
・
地
儀
・
草
木
・
禽
獣
・
魚
貝
・
虫
・
器
財
・
衣
食
住
ノ
名
詞
、
季
候
等
ヲ
弁
へ
、
人
倫
貴
賤
ノ
言
語
・
情
態
、
土

地
ノ
風
俗
・
僅
諺
・
方
言
二
至
ル
マ
デ
熟
知
シ
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
・
愛
・
悪
・
欲
ノ
七
情
ヲ
①
僅
力
十
二
文
字
二
綴
リ
、
加
之
、
万
国
ノ

形

勢
ヲ
モ

概
略
発
明
ス

ル
、
実

二
方
今

、
里
俗
、
晩
年

ノ
簡
易
丈
幹
ト

言
ハ
ン

。
然
リ
ト
雖
モ

森
羅
万
象

ナ
レ

バ
、
九
牛

ガ

ー
毛
ナ

リ
、
②
此

単
句
濫
腸
ハ
安
永
ノ
頃
、
伊
勢
ノ
国
二
樗
良
ト
云
フ
俳
人
ア
リ
。
俳
諧
連
句
ノ
趣
意
ヲ
執
リ
、

】
派
ノ
風
調
ヲ
興
シ
、
愛
知
ノ
名
古
屋
ニ

杖
ヲ
留
メ
、
判
撰
セ
シ
ヨ
リ
、
一
百
有
余
年
、
此
地
二
流
行
シ
、
今
、
東
海
三
四
州
二
蔓
延
シ
テ
、
山
海
ノ
僻
地
、
漁
翁
・
耕
夫
モ
嗜
サ

ル
ナ
シ
。
其
所
以
ハ
、
平
談
俗
語
ヲ
交
へ
、
耳
二
人
易
ク
、
口
二
述
易
ク
シ
テ
、
其
意
又
至
ラ
ザ
ル
処
ナ
シ
。
且
其
中
ニ
③
風
雅
ノ
楽
ミ
在

バ
ナ
リ
。
村
落
二
於
テ
モ
公
私
ノ
事
務
二
関
係
シ
テ
、
世
用
ヲ
達
ス
ル
者
、
概
ね
此
単
句
嗜
メ
リ
。
然
ハ
ア
レ
共
、
此
単
句
弊
風
ト
シ
テ

教
師
ヲ
以
テ
セ
ザ
レ
バ
、
誤
謬
多
ク
、
大
イ
ニ
人
智
二
害
ヲ
醸
ス
ア
リ
。
第
一
文
字
ヲ
誤
リ
、
仮
名
ヲ
違
へ
、
雅
俗
ニ
モ
無
キ
詞
二
言
出

シ
、
良

モ
ス
レ
バ
他
ヲ
誹
誇
シ
、
素
ト
ヨ
リ
無
学
ノ
者
モ
ア
レ
バ
、
無
心
ハ
勿
論
ナ
ガ
ラ
、
恐
多
ク
モ
政
令
二
反
対
ス
ル
句
作
等
モ
漫
遁

相
見
工
タ
リ
。
歎
ク
可
ク
愧
ヅ
可
キ
ノ
極
メ
ナ
リ
。
④
此
弊
ヲ

ー
洗
ス
ル
ハ
皆
判
者
ノ
務
ニ
ア
リ
。
因
テ
百
事
改
良
の
際
ナ
レ
バ
判
撰
ス

三

九



四
〇

ル
者
、
研
究

勉
励
シ
テ
、
是

ノ
誤
ヲ
純

シ
、
⑤
正

シ
キ
単
句
ト

ナ
レ

バ
無

学
ノ
父
兄

ノ
身
ヲ
顧
ミ

、
子

弟
ヲ
責
テ
自

然
不
就
学

ナ
ク
、
愈
学

事
盛
大

二
至

リ
、
開
化

ノ
域

二
進
歩
シ
、
内
外

二
恥

ザ
ル
ヲ
得
ン
コ
ト

ヲ
庶
幾

ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
。

明

治
二
十
年

八
月
　

判

者
取
締
　

米

園
通
賀

同
　
　
　
　

涼
川
居
其
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
三
丁

オ
）

⑧
雅
風
教
会

結
成
願

今
般
教

規
第
十
二
章

の
旨
趣

ヲ
遵
奉
シ
、「
雅
風

教
会
清
原
社

」
ト
称

シ
、
別
紙

規
約
二
拠
リ

、
広

ク
信

徒
ヲ
結
成
、
教
義
拡
張

仕
度
候
間

、

御
認
可

被
成
下

度
、

此
段
奉
願

候
也
。

愛
知
県
尾
張

国
愛
知
郡

熱
田
旗
屋
町

六
十
七
番

地

訓
導
　

松

井
又
左
衛

門
　

亘

俳
名
　

米

園
通
賀

同
　

名
古
屋
区

桑
名
町

六
十
五
番

戸

訓
導
　

平

出
金
七
　

回

俳
名
　

涼
川
居
其
風

明
治
二

十
年
八
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
四
丁

オ
）

神
道
管

長
従
四
位
　

稲
葉
正
邦

殿

第
三
百
二
拾
弐
号

團

剛
」
　
書
面

願
之

趣
聞
届
候
事



一一

名 古 屋 『雅 風 教 会 規 約 』 に み る 教 導 職 制 度 の 影 響

一　　 一　　 一　　 一　　 一

事

明
治
二
十
年
八
月
廿
三
日

神
道
管
長
　
稲
葉
正
邦
圃

⑤
教
会
規
約

第
一
條

三
條
御
教
憲
の
大
旨
ハ
修
身
遵
守
ス
ペ
キ
事

第
二
條

毎
朝
盟
瞰
シ
テ
神
道
教
規
主
神
産
土
神
ヲ
拝
シ
、
次
二
先
祖
の
霊
舎
を
拝
ス
ペ
キ
事

第
三
條

神
徳

皇
恩
ハ

第
四

條

」
後

ろ
か
ら
四

行
朱

書
き
（
四
丁

ウ
）

」
（
五

丁

オ

）

広
大
無
量
ナ
リ
。
其
万
分
一
ヲ
報
シ
奉
ラ
ン
ド
欲
シ
、
言
行
実
積
ヲ
漸
ク
ス
ペ
キ
事

異
端
邪
説
二
惑
溺
ス
ペ
カ
ラ
ザ
ル
事

第
五
條

会
申
二
列
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ア
レ
バ
、
先
此
條
約
ヲ
守
ル
ペ
キ
旨
ヲ
誓
約
セ
シ
ム
ペ
キ
事

第
六
條

会
中
諸
務
ハ
端
正
篤
実
ノ
人
ヲ
撰
任
ス
ペ
キ
事

第
七
條

宣
教
ノ
義
は
会
場
ノ
便
宜
二
従
ヒ
、
営
業
ノ
余
暇
ヲ
量
リ
、
其
定
日
ヲ
増
減
シ
、
凡
テ
生
産
進
興
ノ
防

害
ナ
キ
ヲ
専
務
ト
ス
ペ
キ

」
（
六
丁
オ
）

四
一



－A

一一A
一

第
八
條

会
中
ノ
子
弟
、
其
父
兄
の
教
誇
ヲ
受
ズ
、
言
行

道

二
背
ク
者
ア
レ
バ
、
懇
諭
懲
戒
ス
ペ
キ
事

第
九
條

会
中
申
合
ヲ
以
、
適
宜
二
出
金
、
教
会
及
吉
凶
禍
福
・
疾
病
ノ
入
費
二
備
へ
、
公
私
ノ
急
務
ヲ
救
護
ス
ベ
キ
事

第
十
條

教
長
ハ
愛
知
県
内
、
単
句
判
者
取
締
タ
ル
事

第
十
一
條

単
句
撰
判

ス
ル
者

ハ

第
十
二

條

教
導
職
ヲ
拝
命
シ
テ
、
判
者
ノ
許
可
ヲ
受
ベ
キ
事

L
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ベ
　
　
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ

判

者

ノ

許

可

ヲ

得

ン

ト

欲

ス

ル

者

ハ

取

締

二

而

、

単

句

ノ

学

才

試

験

ノ

上

、

奥

書

ヲ

以

、

出

願

二

及

ブ

ペ

キ

事

但
、
智
識
ノ
多
少
ニ
テ
、
判
者
・
撰
者
・
評
者
ト
三
級
二
順
次
ヲ
備
フ

第
十
三
條

教
導
職
拝
命
ノ
上
、
単
句
判
者
ノ
許
可
受
ル
ニ
於
テ
ハ
、
実
直
于
ン
テ
不
品
行
の
挙
動
有
マ
ジ
キ
事

第
十
四
條

一
　
年
始
年
賀
の
祝
ニ
、
或
ハ
俳
名
披
露
ノ
単
句
巻
等
、
判
者
の
許
可
得
ザ
ル
者
、
撰
判
致
度
時

教
二
惇
ル
句
作
、
了
解
シ
ガ
タ
キ
句
意
等
ヲ
質
問
シ
テ
、
其
誤
謬
ヲ
礼
シ
、
妄
評
有
マ
ジ
キ
事

第
十
五
條

四
二

｜

（

六

丁

ウ

）

ハ
、
許
可
判
者
一
名
加
撰
ヲ
備
へ
、
政

一
　
市
街
村
落
二
於
テ
、
研
究
ノ
為
、
各
撰
巻
興
行
ス
ル
モ
、
許
可
判
者
一
名
ハ
必
差
加
フ
ペ
キ
事



A
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一 一

其

巻

二
関
係

ス
ル
許
可
判

者
ハ
、
開
席
・
集
会
へ

必
礼
服
ニ

テ
出

頭
シ
、
説
教
、

唇

ビ
、
単
句
ノ
原

祖
、
我
日

ノ
本

ノ
国
風
・
道
徳
・

情

ヲ
演
諭

シ
、

醜
業
ヲ
堅

ク
禁
止
シ
、

諸
事
善
良

二
至

ル
指
揮

ス
ペ
キ
事

第
十
六
條

教
導

職
並
判

者
、
許
可
得

ズ
シ
テ
判
撰

致
シ
、

狼
二
俳
号

・
標

札
掲

ク
ペ
カ
ラ
ザ
ル
事

明
治
二
十
年

八
月

雅
風

教
清
原
社
教
長

訓
導
　

米

園
通
賀

同訓
導
　

涼
川
居
其
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
九
丁

オ
）

同
　

勉
事

試
補
　

子

日
庵
稚
松

同試

補
　

千
代
廼
家

緑

同試

補
　

幽
渓
舎

虎
友
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
九
丁

ウ
）

⑩
入
社

規
則

社
員
親
睦

ヲ
宗
ト

シ
テ
永
続
ヲ
計

ル

ペ
シ

社
員

の
中

、
醜
態
有
之

時
ハ
隔
心

ナ
ク
諌
言

ス
ペ
シ

四
三



＿ 　 －一一

J
一

JJ
一一

J
一A_ -一

森
羅
万
象
ヲ
探
題
于
ン
テ
事
物
の
原
祖
・
来
歴
ヲ
伺
ヒ
、
不
審
の
廉
々
会
席
へ
申
出
、
相
互
二
研
究
ス
ペ
シ

附
　
諸
巻
見
聞
の
句
意
解
シ
ガ
タ
キ
モ
、
同
様
衆
議
シ
テ
明
ラ
ム
ペ
シ

通
常
の
議
事
ハ
集
会
の
節
、
衆
議
決
定
可
致
二
付
、
欠
席
の
族
、
後
日
違
背
有
之
間
敷
事

臨
時
急
務
有
之
節
は
教
長
ニ
テ
取
斗
ヒ
可
申
事

⑥
入
社
望
の
者
ハ
社
則
熟
覧
の
上
、
社
中
の
内
、
一
名
、
証
人
相
立
、
証
書
差
人
可
申
事

四
四

」
（
十

丁

オ
）

人
社
員
有
之
節
ハ
、
本
人
、
住
所
・
性
名
等
、
取
調
、
勉
事
ヨ
リ
社
中
一
統
へ
報
告
シ
、
故
障
有
之
者
、
之
ヲ
遮
断
ス

」
（
十

一
丁

ウ
）

」
（
十

二

丁

オ
）

⑦

入

社

員

は

補

助

金

壱

円

差

出

し

可

申

事

教

長

ハ

社

員

勉

強

成

功

の

者

の

教

導

職

拝

命

、

許

可

判

者

の

願

書

推

挙

ス

ペ

シ

不

品

行

于

ン

テ

政

府

の

罰

則

二

触

、

政

庁

ヲ

煩

ハ

シ

、

終

二

本

籍

ヲ

機

ス

者

ハ

断

然

之

ヲ

損

社

ス

ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
X
　
　
へ
　
　
N
　
　
N
　
　

ヘ
　
　
　
　ヘ
　
　
X
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　
N
　
　
へ
　
　
X
　
　
へ

⑧

雅

風

教

会

所

ハ

熱

田

旗

屋

町

米

園

宅

ヲ

以

、

当

分

仮

本

社

ト

定

ム

⑨

勉

事

ハ

暫

、

社

二

関

係

ス

ル

巻

二

注

意

し

、

盛

大

を

計

ル

ペ

シ

⑩
月

行
司

ハ
社

員
一
統
抽
籤

シ
テ
巡
番

ヲ
定

メ
、
其
月
事
務

担
当
ス

ペ
シ

但
、
遠
方

の
者
、
従

事
不

行
届

節
ハ
、
便
（
彫
）の
社
員

へ
依
頼

ス
ペ
シ

⑧
月
次
集
社
員
は
拾
五
句
已
上
投
吟
ス
ペ
シ

一
　

投

吟

難

出

来

事

、

故

有

之

ハ
、

行

司

又

ハ
勉

事

へ

報

知

ス

ベ

シ

。

尤

其

月

撰

ヲ

省

キ
可

申

事

へ
　
　
X
　
　

λ
　
　
へ
　
　
X
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　ゝ・
　
X
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
X
　
　

へ
　
　
X
　
　
X

⑨
月
次
集
撰
者
八
二
十
名
ヲ
以
限
リ
ト
ス

但
、
余
名
八
月
々
繰
替
撰
巻
の
事
。
尤
集
句
二
随
ヒ
増
撰
ス
ル
事
有
ベ
シ

⑩
当
分
の
内
、「
水
の
音
」
月
次
集
点
料
配
当
セ
ズ
、
是
ヲ
積
立
置
、
教
会
所
設
置
の
資
金
ニ
ス
ペ
キ
事
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ヘ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
X
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
X
　
　
X
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
X
　
　
L
　

へ
　
　
X
　
　
X
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
X

一
　

⑩

弐

ヶ

月

投

吟

無

之

者

ハ

休

社

ト

シ

テ

、

題

紙

の

載

名

削

除

ス

ペ

シ

一ム一一一

⑩

清

書

認

方

ハ

相

当

の

筆

耕

料

ヲ

以

座

申

ベ

キ

事

⑩

投

吟

料

ハ

差

句

封

二

相

添

可

中

。

地

方

ニ

ヨ

リ

不

便

理

の

者

ヘ
　
　ヘ
　
　
X
　
　
へ
　
　
X
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
－

⑩

客

評

ハ

弐

名

宛

、

毎

月

、

題

紙

二

記

載

ス

ペ

シ

ヘ
　
　
X
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
X
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　
X
　
　
へ
　
　
X
　
　
ヘ
　
　ヘ

⑩

月

次

集

題

ハ

教

長

ニ

テ

作

ス

ペ

シ

開

巻

或

ハ

集

会

席

オ

イ

テ

、

不

品

行

ナ

ル

形

体

有

之

間

敷

事

八

月

注

ハ
郵
便
切
手
封
入
ス
ル
モ
苦
シ
カ
ラ
ズ

」
（
十

二

丁

ウ

）

」
（
十

三

丁

オ

）

」
（
十

三

丁

ウ

）

（
I
）
　「
桑
弧
集
」
四
編
（
明
治
二
十
三
年
春
頃
刊
）
の
青
松
庵
飛
猿
序
に
「
諸
吟
詠
物
の
起
律
を
参
酌
し
て
作
法
・
批
評
・
撰
題
等
、
総
て
精
微
な

社
論
が
あ
り
ま
す
ゆ
ゑ
」
と
あ
る
の
で
、
若
葉
家
志
計
留
に
よ
る
「
清
警
冠
句
」
の
作
法
書
は
、
こ

の
頃
ま
で
に
は
ま
と
め
ら
れ
た
と
推
測
で
き

る
。

（
2
）
　「
明
治
期
の
俳
文
芸
意
識
の
魁
－

東
京
「
清
警
冠
句
」
と
狂
俳

」
（
「
東
海
近
世
」
1
8
　東
海
近
世
文
学
会
　
二
〇
〇
九
年
三
月
発
行
予

四
五

定
）
・
「
東
京
　
桑
弧
社
の
め
ざ
し
た
「
清
警
冠
句
ヒ
（
「
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
6
－
2
　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
3
）
　
稲
葉
正
邦
（
一
八
三
四
～
一
八
九
八
）
は
、
淀
藩
主
で
、
江
戸
幕
府
の
所
司
代
・
老
中
を
歴
任
し
、
明
治
に
は
淀
藩
知
事
に
就
き
、
そ
の
後
、

教
派
神
道
の
一
派
と
し
て
の
神
道
本
局
の
初
代
管
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
教
導
職
に
は
、
明
治
五
年
八
月
九
日
に
中
教
正

に
任
じ
ら
れ
、

同
六
年
十
一
月
四
日
に
権
大
教
正
、
同
八
年
三
月
三
十
日
に
は
大
教
正
に
任
じ
ら
れ
た
。
〔
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘

文
館
　
一
九
八
一
年
）
、
井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編
著
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』
（
第
一
書
房
　
一
九
八
七
年
）
参
照
。
〕



四

六

（
4

）
　『
尾
張

狂
俳

の
研

究
』
（
勉

誠
出

版
　

二

〇

〇
八
年

）
第

三

部
第

一
章
「

水

の
音
」
「
狂
俳

」
「
自

由
塔

」
と

「
樗

流
」
　
三

一
三
頁

。

な
お

、
三

一
三

頁

後
ろ

か
ら
二

行

目
で

、
「
清

原
集

」

を
十
一

月

創
刊

と
記

載
す

る

が
、
十
月

と

訂
正

す

る
。

（
5

）
　
安
城
市
　

吉
沢
義

夫
氏

蔵

。

（
6

）
　
注
4

と

同

書
　

第

三

部
第
二

章

『
詔

皇
国

俳
人

全
揃

集
』

三
五

一
頁

（
7

）
　
架

蔵

。

（
8

）
　
注
4

と

同

書
　

三

一
五

頁

（
9

）
　「

水

の
音
」

を
す

べ
て
見

て

い
な

い

が
、
見

る
こ
と

の
で

き
た

も

の
の
そ

の
角

書

は
、
以
下

の
と

お
り

。

初
編

か
ら
三

四

編
（
明

治
十

八
年

三

月
）
ま

で

は
「
狂
俳

」
、
四

一
編

か
ら

九
三

編
（
同

二
十

四
年

）
ま
で

「
俳
諧

単
句

」
、
一

〇
七

編
（
同
二

十

六
年

一
月

）
か
ら
「

俳
諧
冠

句

」
が

使

わ
れ

、
そ

の
後

、
「
水

の
音

拾
遺
　

冨

辨
集

」
（
同

三
十

五

年
十

一
月
）

か

ら
「

俳
諧

単
句

」
と

「
俳

諧
冠

句
」

を
併
用

す

る
よ

う
に

な

る
。

（
1
0
）
　
注
4

と

同

書
　

第

一

部
第

一
章
「
三
　

名
古

屋

の
愛
好

者

の
俳

諧
意

識
」
一

一

一
頁
・
第
二

章
「

二
　

樗
良

始
祖

説
と

撰
句

基
準
「
元

祖
無

為

庵

遺
訓
ヒ
　

ー
四

一

頁

介
1
1」
　
注
4

と

同

書
　

第

三

部
第
三

章

『
狂

俳
眠

り
ざ

ま
し
』
『
こ

の
花

集
』
『
類

題
花

の
魁
』
　
三

九

一
頁

〔
付
記
〕
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
安
城
市
の
吉
沢
義
夫
氏
に
は
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。
更
に
、
鈴
木
勝
忠
先
生

宅
で
の
研
究
会
（
通
称
、
寺
子
屋
）
、
大
阪
俳
文
学
研
究
会
二
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
お
い
て
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
C
）
課
題
番
号
一
一
八
五
二
〇
一
四
二

に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


